
径1．5cm程の円形の孔が認められた。また、ここからは多量の須恵器・土師器の他に大型

草食獣の顎骨が出土しているが、これは鑑定の結果牛のものであることが判明した。

これらの遺物の出土状況からみて、SD－02は自然に埋没したものではなく人為的に埋

め戻されたものであり、出土した遺物群は溝の埋め戻しの途中で行なわれた何らかの祭事

の痕跡ではないかと考えられる。

S B－02・S D－04

SB－02はB－6グリッドの東側からC－6グリッドの西側にかけて検出された、SP

－01～09の11個の柱穴によって構成される掘立柱の建物跡であり、主軸はN－180－W方位

を向いている。柱穴はいずれも掘り方が50～60cm程のもので、黒色粘性土の埋土中からは

弥生土器片と伴に少量ではあるが須恵器片も出土しており、古墳時代以後の遺構であると

考えられた。SB－02は調査区の西壁添いで検出されたため、SP－01・04・07の延長上

に幅60cnlのトレンチを設定してみたが他に柱穴は認められず、二間・二間の規模であるこ

とが判明した。

SB－02の周辺には、これに伴う同時期の遺構としてSDT04が認められた。SDr04

はC－7グリッドの南西隅からN－約100－E方位に向かって延びる、幅40～50cm・深さが

20～25cmのU字形の断面を呈する溝で、C－8グリッド南端でSD－01に流れ入んでいる。

SD－04の埋土はSDrOlと同じ様に礫や弥生土器片を多く含む黒色粘性土で、遺構の切

り合いは認められず、やはり古墳時代後期頃の須恵器や土師器が出土している。SD－04

はSB－02から直線的に北へ向かって延びており、SB－01に伴うSD－01の関係と同様

に、SB－02に伴う排水施設ではないかと考えられたが、遺構がどれ程削平されてしまっ
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第215図

S B－02（北から）



第216図　S B－02平・断面図

ているかは不明であり、詳細を解明することはできなかった。

また、以上の状況からみるとSB－01と02は同一時期の遺構と考えられるが、両方の主

軸方位が多少異なっており、調査区内を見る限りではこの時期の遺構が散在し過ぎている

など、多くの問題が残っている。
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第217図　SD－01出土遺物実測図（1～5須恵器・6土師器）

第218図　SD－02出土遺物実測図（須恵器）
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第219図　S D－02出土遺物実測図（3～6土師器e7～18須恵器）
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第220図　S D－02出土遺物実測図（須恵器）
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第221図　S D－02出土遺物実測図（須恵器）

S D－05e S D－06

SD－05は調査区のほぼ中央で検出された幅80～140cnl◎深さ20～25cnlの周溝状の溝であ

る。SD－05の埋土は黒褐色砂質土と極めて多量の礫群であり、数か所で断面を観察した

ところ周溝の内側から流入し堆積したものであることがわかった。この礫群の中には弥生

土器片の他に、古墳時代後期頃の須恵器◎土師器片などが多数含まれていたが、SD－05

はC－9グリッドの北西隅でSD－01を切っていることから、この溝は古墳時代後期でS

D－01廃絶後に構成されたものであると考えられる。また、SD－05からは調査区の東壁

添いで、弥生土器片と伴に銅銭が一点⑳磨製石式か石剣の破片と思われる黒色粘板岩製の

石製品一点が出土している。

SD－05の内側ではこれに添って巡る幅240～440cm◎深さ5～15cmの溝が検出されており、

その遺存状況から、この二本の溝は同じ構造物に伴う遺構であると考えられる。このSD－06

はSD－05と比べると浅いが幅は極めて広い。そして埋土は黒褐色砂質土で、溝の内側に添っ

て1cnl前後の小礫が幅1mの帯状に堆積しており、その上には大型の礫が多数認められた

が、その状況や土層の断面観察によって、溝の埋土は周濠の内側から流入したものである
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ことがわかった。また、SD－06ではD－9グリッドから須恵器の大窪が出土している。

これは遺構と伴にその大半を失われてはいたが、口縁部の残りは良く、口径が約60cnl・胴部

最大径が1m近い、極めて大型のものであることがわかった。

SD－05・06中に認められた礫群は河原石がほとんどであるが、30cnl程のブロック状の安

山岩も多数認められた。そして、いずれの溝もその内側から流入した砂礫によって埋没し

ており、内側が高い構造であり多量の礫がそこにあったものと推定されることから、時代

的にみて直径が20～30mの古墳（多角形墳）の基底部（SD－06）と周濠（SD－05）で

はないかと考えられる。しかしながら、この遺構は北側を攫乱されてしまっており、東側

が調査区外であることから全体的な形態を把握することはできなかった。

※弘田川の下流西岸には、平地中に古墳時代後期頃の盛土山古墳が存在している。これは
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第222図

上からS D－01・05・06

（北から）

第223図

S D－05検出状況
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第224図

S D－05検出状況

（西から）

第225図

S D－05埋土除去後

（西から）

第226図

S D－06

須恵器大喪出土状況



推定復元径48m◎高さ5．7mの二段築の大型円墳であり、墳丘盛土が非常に多くの円礫を

含む砂質土で、周辺を掘り下げて盛り土が行なわれていることと周濠が存在していたこと

が知られている。

轟。十矧－‾二千三黙‾‾「＿
「　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　1

第227図　S D－06出土須恵器大空実測図

′　＿　∠ニ：

第228図　S D－05出土磨製石製品実測図（原寸）
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4．獣骨e炭化物分析表

彼　ノ　宗　遺　跡　出　土　遺　物　分　析　表　　　　　　古市光倍

獣　　骨　　類

No 出　　 土　　 場　　 所 内　　　　　　　　　　　　　　 容 備　　　　　　　　　　　　 考

1 S T － 0 2 埋土 イ　ノ　シ シ　 臼歯片

2 S T － 0 2 埋土 イ　ノ　シ シ　 切歯片

3 S T －0 6 埋土 ［重 シ　 壷下彿‾義元臼歯

4 S T －0 1 床面直上 イ　ノ　シ シ　 臼歯片

5 S T －0 2 埋土 イ　ノ　シ シ　 臼歯片 4 個の廣化道子が伴出

6 S P －　 Ⅲ ：哩土 シ　　　 カ　 臼歯片

7 S D －0 1 埴土 イ j 汐 か′　右下第3 太臼歯

8 S T －1 7 埴土 シ　　　 カ　 臼歯片

9 C18グリッド畏乱扁 草　 食　 獣 （ウシゥシカ蔑）臼歯片

10 S T －0 9 床面直上 不 評 骨 片 ．（イノシ、シ督薗片 9 ）

H S T －2 6 床面直上 不 評 骨 片　 イノシシ由園片 錮

且2 S T －2 0 埴土 不 詳 骨 片 （イノシシ臼歯片 ？）

13 S T －2 0 埋土 不 評 骨 片 ．（イノシシ切歯片 警）

14 S T －0 6 埋土 不 評 骨 片

15 S T －2 3柱只中 シ　　　 カ　 右けい骨下部 時代的にみてニホンジカ

16 S T － 0 3 床面直上 ニホンジカ　 角 時代的にみてニホンジカ

17 S P 一　 昔　底部 不 詳 骨 片 （ウサギ切歯？）

18 S T － 0 3 埴土 不 詳 骨 片

19 S T －0 1床面直上 不 評 骨 片

20 S D －0 2 埴土 攣　　　 シ　 右第2 または第 3 臼歯

2且 S T － 1 8 埋土 イ　ノシ シ　 右下籍1 切歯

22 S T － 1 5 壌土 イ　ノ　シ シ　 右上矯3 大臼歯

23 S T 一旦8 埋土 ＿ 季1 寒　 ミ　 切歯 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 葛 〇 〇 m

2壇 S T － 1 8 埋土 不 評 骨，片

25 S T － 1 8 埴土 不 評 骨 片

26 S T － 1 8 埋土 不 評 骨 片

27 S D －0 2 埴土 不 評 骨 片

28 S T －2 7 埴土 イ　ノ　シ シ　 臼歯片

29 S T －2 7 埋土 不 詳 骨 片

30 S T －0 9 埋土 シ　　　 カ　 角の分枝部分 時代的にみてニホンジカ

31、S T －2 0 埴土 不 詳 骨 片　 シカ　角の部分？

32 S T － 0 3 中央土坑
シ　　 カ　 シカ 角の部分

切断痕が認められる

時代的にみてニホンジカ

（表面の早ぼ状突起により判定）

33 S T － 0 2 埋土 イ　ノ シ シ　 臼歯片

34 S T －0 2 埴土 不 詳 骨 片

‘35 S T －0 2 埋土 不 評 骨 片

獣骨類については詳細を期するため、香川大学地学教室中谷英夫助手に同定を依頼した。

（表中　No．3，7，17，20，21，22，23）
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炭　化　種　子

ST－02の埋土から出土した4個（そのうち保存の良い1個をNo。1読料）、ST－24の埋土から出土し

た2個（そのうち保存の良い1個をNo。2試料）、ST－03015。16、SD－01。02の埋土からそれ

ぞれ1個づっ出土した炭化種子は、全て同一の、古代モモとも呼ばれる小型のモモの枝である。

※モモの核（P run u s p e r ci c a BATSCH）　核の一端にバラ科特有の龍骨状の突起が縦に

走り、管東孔が泡状に走り、内果皮厚く、モモ特有の粗い表面の凹凸横樋をつくっている。

No。1試料

No。2試料

校長18。25m遥　横幅14。00m

按摩13。80岨　内果皮　一

校畏16。45m　桟幅13。45虹狽

按厚11。55駈道　内果皮2。25m

按は上記のように小型で球形に近い、小清水（1962）の古

代・モモと呼ばれるものであ・る。同賞の按は県内では大川郭

の彙広遺腐心どで知られているが、‘こ紬ほど多塁の出土は

聾しい。県外では、三重興津市胡所遺跡弥生中期・つ古墳

前期以降、漉阪和泉0泉東経市池上通路と堺市拇ッ泡遽

（桟展）
阻

35

30

25

20

大久保　I．′

＼
＼

、ヽ　　　一‘

実生モミ再、1、
＼：、ナ癌＼＼ 品種不明

0　0

0鴨g
O

O。吏　　　0納所遺跡塵

00。0ご00　　盛観媚遺跡直
也0

埠

0　　1．5　　20　　25　　30　mヨB（按福）

事の弥生中期～舌端時代前期以陸から知ら鉦ている。　　　　　武田明正・こ′塩谷格弓979に測定値を記入

（大阪文化財センターS。55）

炭　化　木　片

No 出　 土　 囁　 所 ・内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 容 詣　　 考

且 畠T …2 1 床面直上　 広責篭、小片で詳細不明 （珪乳性であるが放射紐帯の発達はなし） 洞泉家感

窯 S T － 3 5 床面直上　 音翼広室乱 、コナラ壷屈 （クヌギ J アベマキに似る）

3 S T －2 6 床面直上　 常昔広藁苺．シイノキ

壇 S K 一 正 床面直上　 常隷広葉萬　 シイノや

5 S T － 3 7 床面直上　 保存悪 く預悪にたえない・

S T － 1 5 撞未申　　 広藁韻材、小片で詳細不明 （乱打部の高い者か男6 柱材の残 椚

？ S T － 3 7 床面直上　 広藁乱 保存状蝉恵 く詳細不明

8 S T － 3 7 床面直上　 荘重広葉樹、コナラ亜屁 （クヌギ 0 アベマキに似る）

シイノ率やコナラ薄は現在も普通に生育しており、近韻地方の同時期の遺跡にも普通に認められ

る。シイノ酎ま顧帯域の生音域寛である。また、ST－20の床面直上から出土した寓状の炭化物

については、試料片を縛ることができずイネ科植物であること以外詳細は不明。編んでいるかどう

かは異聞である。

出土した獣骨⑳炭化木片⑳炭化種子については、香南町立香南中学校教諭⑳古市光f言氏

に鑑定を依頼した。
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第四章　ま　　と　　め

旧練兵場遺跡彼ノ宗地区では、弥生時代中期中頃に初めて竪穴住居が造られており、後

期を経て、弥生時代終末期には飛躍的な広がりをみせることが確認されたが、この弥生時

代終末期を境にしばらくの問、人々の生活の跡を示す遺構◎遺物などは全くみられなくな

る。次に認められるのは掘立柱建物跡や古墳の基底部と推定される遺構群であり、これら

はいずれも古墳時代後期頃の所産と考えられる。

掘立柱建物跡は2棟（SB－01◎02）確認されている。この2棟は主軸方位がやや異なる

ものの、いずれの遺構からも北に向かってゆるやかに下る溝（SD－01◎04）が延びている。

建物に伴うと考えられるこの2本の溝は合流しており、北端で弘田川に流れ込んでいたよ

うである。SD－01からは弥生土器片の他に、6世紀初めから6世紀末頃にかけての須恵器

や土師器が多数出土しており、掘立柱建物跡を含めて古墳時代後期頃の所産であると判断

した。また、SB－01の東側には「く」の字形に折れ曲がる溝（SD－02）が検出され、ここ

からは牛の顎と伴に穿孔された土師器の壷やミニチュア土器がセットで出土しており、何

か特殊な祭祀が行なわれたようである。そしてSD－02からは、やはり古墳時代後期の須恵

器が多く出土しており、遺構の検出状況などからも、この溝の東側に中心的な遺構の存在

が考えられる。これは、調査区内で検出された古墳時代の遺構や遺物が比較的少なかった

のに対して、四国農業試験場から国立病院にかけての範囲からは、弥生土器と伴に多くの

須恵器◎土師器などが出土することからも推測される。

調査区北端で検出されたSD－05◎06は古墳の基底部と考えられるが、平地に存在する大

型の後期古墳で、その形態も多角形を呈する特異なものである。善通寺市内では、他にも

400基を越える古墳が確認されており、この地が古くは那珂郡と呼ばれ有力豪族佐伯氏の

拠点であったことも知られているが、未だに古墳時代の集落遺構は発見されていない。

旧練兵場遺跡推定域は、四国農業試験場と香色山周辺を除けば全て市街地であり、人家

が立ち並んでおり、これまでに行なわれた調査も数例しかないが、今回の調査を含めて数

多くの重要な遺構◎遺物が発見されている。遺跡全体を考えると、いずれも極めて断片的

な資料にすぎないが、その調査の結果などから、遺跡推定域の地形は現在では平坦である

が、当時は金倉川◎弘田川の支流が縦横に走り、かなり起伏に豊んだ地形であったことが

考えられる。

また現在も、四国横断自動車道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査が丸亀平野でも随

所で行なわれ、善通寺市内でも大きな成果を上げている。これらの調査結果を踏まえた上

での、旧練兵場遺跡及び周辺における今後の調査が待望される。
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図 版



第229図　遺構群検出状況（3ラインから北を望む）
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第231区l　遺構群検出状況（5ラインから北西を望む）

第232図　遺構群検出状況（7ラインから北東を望む）
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第233図　遺構群検出状況（7ラインから北を望む）

第234回　遺構群検出状況（7ラインから北西を望む）
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第235図　遺構群検出状況（9ラインから北を望む）

第236図　遺構群検出状況（11ラインから北を望む）
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第237図　縄文土器

第238図　分銅形土製晶

第239図　銅　　鏡
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第240図　縄文土器実測図（左からST－20埋土中・D－2グリッド捜乱層出土）

l

1

第241図

分銅形土製晶実測図

一　報細細

H

2〔

D

H
1．ST－24埋土中出土2．C－7グリッド規乱層出土3．ST－Ol埋土中出土

4．S D－02埋土中出土5．D－1グリッド捜乱層出土6．C－9グリッド腹乱層出土

7．SX－09壷棺内出土（混入）8．ST－21埋土中出土9．E－1グリッド規乱層出土

10．S K一Ⅱ出土

◆　釦・

凧
㈹
W
U

第242図　銅庫族実測図・原寸（左からSD－05埋土中・ST－15・ST－24・SDL－02埋土中出土）
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第243図　磨製石器・原寸

扁平片刃石斧（l．STrl9埋土中出土2．ST－08出土）石包丁片（3．SD－Ol埋土中出土）
柱状片刃石斧（4．C－8グIJッドのピット出土5．ST－08出土6．ST－33出土）、
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硬玉製勾玉（1．ST－24出土2．ST－12出土）
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第244国

王類実測図・原寸

7．ST－24出土8．C－6グリッド挫乱層出土9．E，5グリッド撫乱層出土10．ST－25出土
11．ST－27出土12・13，C－6グリッドのピット出土14．ST－20出土15．ST－26出土

16．C－4グリッド挽乱層出土17．SD－05埋土出土18．B－9グリッド挽乱層出土
19．C－4グリッド挽乱層出土20．SX－07壷棺内出土（混入）21．ST－12出土
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義

遥　　　　　　　葦

第245図．石製模造品・原寸（12：ミ冒：票三雲慧票芸慧讐票。4出土の滑石製品．）

第246図　土製模造品・原寸 ST－15出土の土製丸玉2．ST－09出土の土製丸玉

SX－09墓坑内出土の製有孔円板
ST－24出土のミニチュア土器5．ST－24出土のイノシシ形土製晶

第247回　有溝石槌・1：3（ST－35出土）
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第248図砥石’1‥3（こ霊二芸2雲至芸霊：霊宝；霊：霊宝4‘ST‾20出土）

骨雷：窟冨：8．；
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4

喧≡∋

10cm

第249図鉄器片実測図障≡；i≡…；∴曇憲蕪…買こ菜三菱豆≡望千言芸当
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第250図　SD－02出土の牛顎骨・1：2（土師器の壷・ミニチュア土器が伴出）

第252図　炭化種子・原寸（番号はP．155炭化種子分析表の試料No．）
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第253図　弥生時代中期の土器
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第254図　弥生時代後期の土器
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第255図　弥生時代後期の土器・ST－20

第256図　弥生時代終末期の土器・ST－09
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第257図　弥生時代終末期の土器・ST－12
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S T－24

第259図　弥生時代終末期の土器
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戦陣嘔司
S T－32

第260図　弥生時代終末期の土器
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第261図　弥生時代終末期の土器
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第262図　弥生時代終末期の土器（ST－15u層直上出土）
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第263図　小児壷棺

177　－



第264区l　小児壷棺
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第265図　小児壷棺
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第266図　小児壷棺
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